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放射性物質の野生
・ ・

きのこ
・ ・ ・

への影響調査について（第９回） 
 

 

 

 埼玉県では、野生きのこ採取者の協力を得て、森林に自生する「野生きのこ」の放射性物

質調査を行っています。 

 今回の調査で、ときがわ町で採取された「アカモミタケ（野生きのこ）」 計３検体につ

いて、放射性物質の影響調査を実施したところ、全ての検体から基準値（１００ Bq/kg）を

超える放射性セシウムが検出されました。 

 

 ・検体採取日：平成２４年１０月２４日（水） 

 ・結果判明日：平成２４年１０月２６日（金） 

・分析機関：一般財団法人 新日本検定協会 ＳＫ横浜分析センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ※ 放射性セシウム計は、左から３桁目を四捨五入し、左から２桁を有効数字として判 

   定する。（食品中の放射性物質の試験法について：平成 24年 3月 15日付 厚生労働 

   省通知） 

    【207.1Bq/kg→210Bq/kg、212.4Bq/kg→210Bq/kg、225Bq/kg→230Bq/kg】 

 

 

（注） 検査機関では、厚生労働省が示した試験法に基づいて検査を実施しておりますが、   

   食品の放射性物質検査の特性上、検出限界値は、検体や検査機器によって異なります。 
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 このため、ときがわ町及び埼玉中央農業協同組合に対し、ときがわ町内産の全ての「野生

きのこ」の出荷・販売自粛を要請しました。 

 また、ときがわ町を通じて、ときがわ町民並びに町内の農林産物直売所、土産物店、飲食

店及び旅館等に対する注意喚起を行います。 

 さらに、近隣市町村及び農業協同組合についても同様の注意喚起を行います。 

 

 出荷前に放射性物質調査を行っているため、基準値を超える「野生きのこ」は直売所等に

出荷されていません。 

   なお、これまでに出荷された「野生きのこ」については、前回までの調査で安全が確認さ

れたものです。 

 また、生産管理されている原木しいたけ等の林産物からは、基準値を超える放射性セシウ

ムは検出されていません。 

 今後も、引き続き「野生きのこ」の発生に合わせて、放射性物質影響調査を実施します。 

 

※ 出荷自粛の対象は、国の出荷制限指示品目の設定の考え方に準じて、今回基準値を超え 

 たアカモミタケのみならず、全ての「野生きのこ」を対象としました。 

  また、国からの指示があり次第、ときがわ町ほか関係機関に出荷制限の要請等を行いま 

 す。 

 


